科学研究費助成事業への応募を希望する若手研究者等のみなさまへ
文学研究科研究推進室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成29年1月30日
科学研究費助成事業への応募を希望される若手研究者等の方々は、研究科が実施する書類審査を経て招へい研究員として受入れが承認されることによって、応募することが可能になります。

審査を希望される方は、以下の要領に従い、指定する期日までに、必要書類を研究推進室に提出してください。

〔資格〕
博士の学位を有する方または本研究科の博士後期課程を当該年度に修了する見込みの方で、査読誌に掲載された論文が１本以上（もしくはその他の雑誌等に掲載された論文が３本以上）ある方。
〔期間〕
　招へい研究員としての受入れ期間は、１０月１日（研究活動スタート支援の場合は４月１日）から科研費の採否通知があった月の翌月の末日までとし、応募した研究課題が採択された場合には、その採択課題の研究期間終了日を限度として受入れ期間を延長します。
予定していた応募を行わなかった場合は、１１月３０日（研究活動スタート支援の場合は５月３１日）をもって招へい研究員の資格を取り消します。

〔必要書類とその作成要領〕
（a）必要書類
　　申請に必要な書類は、次の６点です。

　　○ 申請者が用意するもの
① 履歴書および研究業績リスト

② 雑誌等掲載論文の抜刷り（またはコピー）

③ 応募予定の研究計画の概要

④ 科学研究費助成事業等による備品購入願い（別紙（２）。該当者のみ）
　　○ 受入れ予定教員が用意するもの。申請者から教員に依頼し、受け取って提出してください。
⑤ 申請者についての推薦書
⑥ 科学研究費助成事業等の応募に係る覚書（別紙（１））
（b）作成要領
○ 申請者が用意するもの
①　履歴書および研究業績リスト

　　　　下記③「応募内容ファイル」の「研究略歴」「研究業績」欄にそれぞれ記入してください。

② 雑誌等掲載論文の抜刷り（またはコピー）

　　　　印刷中の論文の場合は校正刷りを提出してください。

③ 応募予定の研究計画の概要

　　　　応募予定の種別の科学研究費助成事業の研究計画調書の、以下の２つの様式（作成時直近の最新版）に、次の要領で記入したものを提出してください。（「応募情報」についてはWord文書の形の様式は用意されていないので、日本学術振興会のサイトにある出力イメージを印字して記入するなどしてください。）

1. 応募情報（Web入力項目）
「エフォート」「応募資格」「採用年月日」「産休・育児の取得期間」「開示希望の有無」「特別研究員奨励費内約額」「特別研究員奨励費課題番号」の各欄は未記入でも可
2. 応募内容ファイル（添付ファイル項目）
「今回の研究計画を実施するに当たっての準備状況及び研究成果を社会・国民に発信する方法」「他に参画する研究プロジェクト等がある場合における今回応募する研究計画の独自性」「人権の保護及び法令等の遵守への対応」「研究経費の妥当性・必要性」「研究費の応募・受入等の状況・エフォート」の各欄は未記入でも可

　④ 科学研究費助成事業等による備品購入願い

別紙（２）により、該当者の方のみ、受入れ予定教員の承認を得て提出してください。
○ 受入れ予定教員が用意するもの（申請者から受入れ予定教員に依頼してください。）
⑤ 申請者についての推薦書

　　　　・様式任意。
・若手研究者等の研究業績と研究計画調書(上記③)に基づき、招へい研究員として受け入れるのにふさわしく、かつ、当該の研究計画が採択される公算が大きい旨の判断を具体的かつ詳細に述べてください。

　　　　・業績が査読誌掲載論文を含む場合は、その旨を明記してください。
・査読誌かどうかの判断は適宜行ってください。ただし、内部的な雑誌などで投稿した論文が確実に（ないしほぼ確実に）掲載されるようなものは、査読体制を取っていても査読誌とは見なしません。採否が未定の査読誌投稿論文は査読誌論文に含め、採否未定の旨記載してください。
⑥ 科学研究費助成事業等の応募に係る覚書

　　　　別紙（１）により作成してください。
〔注意事項〕

・２種類あるいは２回以上応募する場合は、応募ごとに審査を受けてください。

　　・研究計画や記載に不備がある場合には、招へい研究員としての受入れが承認されないことがあります。計画、書類の作成にあたっては十分ご注意ください。

別紙（１）
平成　　年　　月　　日
研究推進室御中
　　　　　　　　　　　　専門分野・コース　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　受入れ教員等氏名　　　　　　　　　　　　　 印
科学研究費助成事業等の応募に係る覚書
以下の者の科学研究費助成事業等への応募に当たり、研究諸条件を下記の通り検討しておりますので、応募に係る大阪大学としての手続きをお願いいたします。
記
	応募者の氏名
	

	応募者の身分
	現在　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）
研究開始時（　　　　　　　　　　　　　　　　）（予定可）

	外部資金の名称
	□科学研究費助成事業（種目　　 　　　　　　　）
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）(学振特別研究員の場合は科学研究費助成事業を選び種目「特別研究員奨励費」を記入）

	代表者・分担者の別
	□研究代表者
□研究分担者（代表者の所属・氏名　　　　　　　　　　）
（学振特別研究員の場合は記入不要）

	研究期間
	平成　　年度 ～ 平成　　年度

	研究スペース確保の状況
	（具体的かつ詳細に記入、備品購入の場合は設置場所も記載）

	研究期間内の留学計画等（助成事業遂行上支障となる事柄）
	


※科学研究費助成事業等の会計手続きについては、応募者が遅滞なく会計係へ直接出向いて手続きを行うことを保証いたします。万一応募者が何らかの事情により対応できない場合は、私が速やかに代行することを約束いたします。
※応募者連絡先（電話番号）
（メールアドレス）
別紙（２）
平成　　年　　月　　日
専門分野・コース  　　　　　　　　　　　　　
受入れ教員等氏名 　　　　　　　　　　殿　
　　　　　　　　　　　　　　応募者所属　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　応募者氏名　　　　　　　　　　　　　　印
科学研究費助成事業等による備品購入願い
科学研究費助成事業等への応募に際し、下記の研究および備品購入を計画しておりますので、ご了承をお願いいたします。
記
	外部資金の名称
	□科学研究費助成事業（種目　　　　 　　　　 　）
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（学振特別研究員の場合は科学研究費助成事業を選び種目「特別研究員奨励費」を記入）

	代表者・分担者の別
	□研究代表者
□研究分担者（代表者の所属・氏名　　　　　　　　　　）
（学振特別研究員の場合は記入不要）

	研究期間
	平成　　年度 ～ 平成　　年度

	申請金額
	（年度毎に記入、分担者の場合は分担金額を記入）
（学振特別研究員の場合は記入不要）

	研究課題名
	（仮題可）

	購入予定の備品の名称及び価格
	（年度毎に記入）


※科学研究費助成事業等の会計手続きについては、遅滞なく会計係へ直接出向いて手続きを行うことを約束いたします。
